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仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
研
修

の
指
導
者
と
し
て
喜
ん
で
お
り
、
嬉

し
い
次
第
で
す
。

　

左
官
道
具
も
、
兵
庫
県
三
木
市
の

鏝
鍛
冶
さ
ん
が
、
二
人
の
後
継
者
を

養
成
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
有
難
い
こ

と
で
す
。
当
分
の
間
は
、
道
具
の
方

は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
各
地
に
お
い
て
、
材
料
の
基

本
と
な
る
壁
土
を
採
取
す
る
人
が
少

な
く
な
り
困
っ
て
い
ま
す
。
私
の
住

む
京
都
に
お
い
て
は
、
生
産
者
が
三

軒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の

一
軒
は
、
中
塗
り
お
よ
び
瓦
葺
き
材

料
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
条
例
に

違
反
す
る
と
の
こ
と
で
廃
業
の
危
機

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
工
事
に
携
わ
る

我
々
は
、
本
物
を
後
世
に
伝
承
す
る

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

地
方
の
土
を
使
っ
て
い
て
は
残
せ
ま

せ
ん
の
で
、
非
常
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
京
都
府
及
び
京
都
市
を

　

会
報
十
六
号
発
刊
に
当
た
り
一
言

申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
級
研
修
者
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心

に
受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
受
講
希
望
者
も
増
え
、
嬉
し
い

悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

中
級
研
修
も
厳
し
く
や
っ
て
お
り
、

優
秀
な
技
能
者
が
育
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら

の
方
々
が
現
場
で
指
導
す
る
立
場
に

あ
り
、
ま
た
皆
さ
ん
非
常
に
熱
心
に

会
長　

佐
藤
治
男

左官用土の研修　（京都）

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

会　　員　　名　　簿
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第
23
期
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
公
益
財
団
法
人
全
国
国

宝
重
要
文
化
財
所
有
者
連
盟
事
務
局

長
の
後
藤
佐
雅
夫
様
、
京
都
府
教
育

庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
課
長
の
鶴

岡
典
慶
様
、
本
会
顧
問
の
上
田
耕
三

様
に
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
伝
承
者
養
成
技
術
研
修
会

中
級
研
修
受
講
修
了
者
」
8
名
に
、

終
了
証
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告

及
び
収
支
報
告
、
27
年
度
の
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
案
の
審
議
を
行
い
、

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

採
算
が
合
わ
な
い
場
合
や
、
上
塗
粘

土
の
枯
渇
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
壁

技
術
保
存
会
と
し
て
将
来
を
目
指
し

て
ど
ん
な
取
組
を
す
べ
き
か
、
大
き

な
課
題
が
の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

何
と
か
国
の
御
支
援
を
得
て
、
製
造

業
の
業
務
継
続
を
保
護
さ
れ
た
く
願

う
も
の
で
す
。

　

一
方
、
我
々
会
員
も
応
分
の
支
援

を
覚
悟
す
る
段
階
に
到
っ
て
い
る
か

と
も
考
え
ま
す
。
建
物
修
理
は
、
施

工
技
術
と
材
料
確
保
が
車
の
両
輪
で
、

ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
保
存
会
の
使
命
は
益
々
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

伝
承
技
能
者
の
育
成
と
材
料
の
保

持
や
使
用
工
具
の
確
保
で
、
製
造
業

者
と
密
に
連
携
を
保
ち
、
日
本
の
大

切
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
傳
え
る
責

務
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
5
月
10
日
、
京
都
市
で

は
じ
め
関
係
す
る
諸
機
関
に
お
願
い

し
、
考
え
ら
れ
る
最
善
の
指
導
を
受

け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
事
業
計
画
通
り
、
諸
行

事
を
活
発
に
運
営
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
事
は
、
関
係
皆
様
の
ご
支
援
の
賜

物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
同
慶
に
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
最
近
、
各
地
に
顕
著
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
在
来
の
天
然
素
材
の

土
で
あ
る
下
塗
材
料
や
上
塗
材
料
の

産
出
減
や
種
類
の
減
少
が
目
立
つ
事

で
す
。
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

は
、
製
造
業
者
の
廃
業
で
工
事
量
減

に
よ
る
材
料
の
使
用
量
減
の
た
め
に

副
会
長　

安
達
保
信

研修生　修了証授与

総会の開催

第
2323
期（
平
成

期（
平
成
2727
年
度
）総
会

年
度
）総
会

第
2323
期（
平
成

期（
平
成
2727
年
度
）総
会

年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

会　　員　　名　　簿
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文
化
庁
が
主
催
す
る
選
定
保
存
技

術
公
開
事
業
「
日
本
の
技
体
験
フ
ェ

ア
」
が
、
平
成
27
年
9
月
12
・
13
日
、

島
根
県
出
雲
市
「
大
社
文
化
プ
レ
イ

ス
う
ら
ら
館
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
活
動
状
況
の
パ
ネ
ル
や

左
官
材
料
・
道
具
な
ど
の
展
示
を
行

う
と
と
も
に
、
社
寺
建
造
物
美
術
協

議
会
ほ
か
の
保
存
団
体
と
協
同
し
て

「
匠
の
技
を
結
集
し
た
壁
掛
け
作

り
」
の
体
験
会
を
行
い
ま
し
た
。

講義

螺鈿壁の見本

講義二条城修理現場見学

体験会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会

養
成
技
術
研
修
会(

中
級
中
級)
左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会

養
成
技
術
研
修
会(

中
級
中
級)
左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

会　　員　　名　　簿

物
の
壁
に
つ
い
て
」
、
江
面
嗣
人
先

生
に
よ
る
「
文
化
財
修
理
の
制
度
と

手
法
」
の
講
義
の
後
、
筆
記
試
験
を

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
後
藤
玉
樹

先
生
の
案
内
に
よ
り
、
二
条
城
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

保
存
会
主
催
の
伝
承
者
養
成
技
術

研
修
会
、
基
礎
講
座
・
普
通
講
座
の

受
講
修
了
者
及
び
技
能
認
定
者
を
対

象
に
、
文
化
財
保
存
現
場
の
長
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
し
て

い
る
「
伝
承
者
養
成
技
術
研
修
会

（
中
級
研
修
）
」
を
、
平
成
27
年
6

月
26
日
か
ら
28
日
の
3
日
間
、
開
講

し
ま
し
た
。

　

荒
木
孝
行
さ
ん
、
今
成
辰
夫
さ
ん
、

太
田
勝
之
さ
ん
、
大
場
卓
さ
ん
、
勝

木
巌
さ
ん
、
木
谷
直
充
さ
ん
、
笹
原

剛
さ
ん
、
柴
田
正
樹
さ
ん
、
清
水
達

朗
さ
ん
、
原
慶
介
さ
ん
、
原
田
正
志

さ
ん
、
11
名
の
研
修
生
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

　

高
品
正
行
先
生
に
よ
る
「
各
地
で

の
左
官
技
法
例
と
施
工
上
留
意
の

点
」
、
持
田
武
夫
先
生
に
よ
る
「
文

化
財
施
工
技
術
に
つ
い
て
」
、
後
藤

佐
雅
夫
先
生
に
よ
る
「
文
化
財
建
造
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前期研修会　講義鏝製作所見学

版築　実技 竹材見学

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

会　　員　　名　　簿

「
文
化
財
建
造
物
保
存
修
理
と
そ
の
手

法
（
鶴
岡
先
生
）
」
の
講
義
を
受
け
た

後
「
元
離
宮
二
条
城
東
大
手
門
修
理
現

場
」
の
見
学
を
し
、
下
地
竹
（
杉
田
竹

材
店
）
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
津
市
の
津
田
左
官
工
業
所

に
会
場
を
移
し
「
土
間
三
和
土
や
版
築

の
実
技
（
安
達
・
津
田
・
浅
原
先

生
）
」
を
行
い
、
前
期
の
研
修
を
終
え

ま
し
た
。

　

後
期
研
修
は
、
10
月
5
日
〜
10
日
に

行
い
ま
し
た
。
京
都
に
お
い
て
「
文
化

財
保
護
に
お
け
る
技
術
者
の
心
構
え

（
江
面
先
生
）
」
「
伝
統
建
築
の
造
形

（
西
澤
先
生
）
」
の
講
義
を
受
け
た
後

「
左
官
用
の
土
（
濱
橋
・
中
内
先

生
）
」
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
場
を
滋
賀
県
に
移
し
「
中

近
世
社
寺
建
築
の
宝
庫
・
近
江
（
池
野

先
生
）
」
「
穴
太
衆
（
粟
田
先
生
）
」

「
楽
々
園
玄
宮
の
見
学
（
北
川
先

生
）
」
「
彦
根
城
天
守
閣
・
博
物
館
の

見
学
（
後
藤
先
生
）
」
「
彦
根
城
馬
屋

の
見
学
（
清
水
先
生
）
」
の
後
、
津
田

　

文
化
財
壁
技
術
の
継
承
を
図
る
た
め

「
左
官
（
日
本
壁
）
伝
承
者
養
成
研
修

会
（
基
礎
講
座
）
」
を
、
8
名
の
研
修

生
で
行
い
ま
し
た
。
前
期
は
平
成
27
年

8
月
24
日
〜
29
日
に
、
日
本
城
郭
研
究

セ
ン
タ
ー
（
姫
路
市
）
に
お
い
て
「
文

化
財
・
左
官
仕
事
の
心
得
（
佐
藤
会

長
）
」
「
文
化
財
建
造
物
の
修
理
（
村

上
先
生
）
」
「
姫
路
城
の
修
理
と
漆
喰

（
上
田
先
生
）
」
「
三
和
土
と
版
築
に

つ
い
て
（
高
品
先
生
）
」
「
左
官
の
歴

史
・
規
矩
術
（
持
田
先
生
）
」
「
日
本

の
壁
（
安
達
副
会
長
）
」
の
講
義
、
そ

し
て
村
田
姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
長
の

案
内
で
、
姫
路
城
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
三
木
市
の
鏝
製
造
（
宮
谷
製

作
所
）
、
堺
市
の
苆
製
造
所
（
北
正
商

店
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

京
都
に
会
場
を
移
し
、
京
都
市
文
化

財
建
造
物
保
存
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て

左
官
工
業
所
に
お
い
て
「
木
舞
掻
き

（
藤
居
・
津
田
先
生
）
」
の
実
技
を
行

い
、
後
期
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
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前期研修会　研修生

彦根城後期研修会　研修生

木舞掻き彦根城馬屋修理現場見学

後期研修会　講義

三和土　実技

壁土採取場の見学

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

会　　員　　名　　簿
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姫
路
城
の
大
天
守
修
理
が
平
成
27

年
3
月
に
完
了
し
見
学
が
再
開
さ
れ
、

日
々
国
内
外
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が

来
城
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

主
要
な
修
理
内
容
で
し
た
、
外
部
壁

面
の
漆
喰
塗
り
と
屋
根
面
の
漆
喰
塗

り
を
紹
介
し
、
伝
統
左
官
技
術
の
一

端
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
く
、
保
存

会
と
姫
路
市
の
共
催
事
業
と
し
て
体

験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、
姫
路
城
三
の
丸
広
場

に
お
い
て
、
平
壁
塗
り
と
、
屋
根
目

地
漆
喰
塗
り
を
、
保
存
会
会
員
の
指

導
に
よ
り
希
望
者
に
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
道
具
の
展
示

も
行
い
ま
し
た
。

（ 6）16第　　号

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

　　

平
成

　　

平
成
2727
年
度
研
修
生
の
感
想

年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

研
修
を
終
え
て

　　

平
成

　　

平
成
2727
年
度
研
修
生
の
感
想

年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

大
橋　

光

上
床 

匡
史

会　　員　　名　　簿

　

前
期
・
後
期
を
通
し
て
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
前
期
の
苆
見
学
と

後
期
の
木
舞
掻
き
で
す
。

　

前
期
の
苆
見
学
で
は
、
麻
苆
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
色
々
な
種
類
の
苆

が
あ
り
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い
苆
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
左
官
で
必
要
不

可
欠
な
も
の
な
の
で
、
す
ご
く
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
苆
の
量
の

違
い
に
よ
っ
て
こ
こ
ま
で
強
度
が
変

わ
る
の
か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

後
期
の
木
舞
掻
き
の
実
技
で
は
、

色
々
な
木
舞
の
掻
き
方
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
千
鳥
掻
は
普
段
か

ら
使
う
の
で
す
が
、
大
壁
用
の
男
結

び
や
大
和
掻
は
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。
男
結
び
は
難
し
く
簡
単
に
覚
え

る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
壁
の
下
げ
縄
と
し
て
も
使
え
る
の

で
必
死
に
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
竹

を
へ
ぐ
こ
と
も
初
め
て
や
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
も
難
し
く
最
初
は
全
然

２
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
最
後
に
は
コ
ツ
を
つ

か
み
、
２
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

前
期
・
後
期
を
通
し
て
す
ご
く
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
講
師
の
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　

（
中
島
左
官
㈱
）

　

こ
の
度
は
伝
承
者
養
成
技
術
研
修

会
の
基
礎
講
座
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

前
期
研
修
同
様
、
左
官
職
人
と
し

て
姿
勢
や
、
考
え
方
は
再
度
勉
強
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
文
化
財
を
保

護
す
る
目
的
や
そ
の
方
法
な
ど
は
工

事
に
携
わ
る
た
び
に
思
い
返
し
、
教

え
て
頂
い
た
こ
と
を
伝
統
技
術
者
と

し
て
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、
前
期
研
修
と
異
な
り
、
現

場
見
学
や
実
習
が
多
く
、
現
場
見
学

で
は
い
ろ
い
ろ
な
左
官
工
事
の
進
め

方
や
お
さ
め
方
を
見
せ
て
頂
く
こ
と

が
で
き
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
彦
根
城
馬
屋
工
事
現
場
で
の
軒

先
垂
木
の
塗
籠
波
形
漆
喰
の
中
塗
は
、

左
官
職
人
の
丁
寧
な
仕
事
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
施
工
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
考
に
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
実
習
で
は
真
壁
・
大
壁
・

薄
壁
の
竹
小
舞
掻
き
で
し
た
が
、
特

に
大
壁
で
は
い
ろ
い
ろ
な
小
舞
や
下

げ
縄
の
方
法
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
下
げ
縄
男
結
び
は
今
後

施
工
す
る
機
会
も
多
い
と
思
い
、
ぜ

ひ
反
復
し
習
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
壁
技
術
保
存
会
の
役
員
や

講
師
の
皆
様
、
貴
重
な
講
義
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一

緒
に
研
修
に
参
加
し
た
研
修
生
と
の

交
流
も
大
切
に
し
、
今
回
の
研
修
で

教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
今
後
の
仕
事

に
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
中
島
左
官
㈱
）

　

指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
て
気
づ
く

こ
と
は
、
同
じ
よ
う
な
街
並
み
で
ど

こ
も
同
じ
よ
う
に
便
利
な
暮
ら
し
を

求
め
る
現
代
と
は
真
逆
に
あ
る
地
域

性
が
本
来
の
左
官
ら
し
さ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
文
化
財
を
修
復
保
存
す
る

技
術
と
い
う
と
、
凄
く
偉
く
聞
こ
え

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
昔
は
建

物
を
建
て
る
な
ら
地
元
の
職
人
が
地

元
の
材
料
で
建
て
る
の
が
普
通
だ
っ

た
は
ず
で
す
。
人
や
材
料
や
地
域
性
、

歴
史
、
文
化
財
も
含
め
た
歴
史
を
尊

重
す
る
と
、
文
化
財
を
修
復
保
存
す

る
技
術
は
凄
く
当
た
り
前
な
こ
と
で
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
の
現
状
は
寂
し

い
こ
と
だ
と
言
え
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
伝
統
が
失
わ
れ
る

現
状
は
、
多
数
の
人
間
が
無
意
識
の

中
で
臨
ん
だ
結
果
な
ん
だ
と
思
う
。

人
間
が
文
化
財
を
作
っ
た
ん
だ
か
ら

失
わ
せ
る
の
も
人
間
な
ん
だ
ろ
う
。

現
実
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
世

界
が
進
歩
し
て
い
く
。
そ
ん
な
中
で

本
質
を
考
え
る
っ
て
い
う
こ
と
は
、

私
に
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

昔
は
無
か
っ
た
モ
ノ
が
あ
っ
て
、
昔

か
ら
存
在
し
た
モ
ノ
が
な
い
。
外
国

の
文
化
も
混
ざ
っ
て
、
も
う
昔
の
価

値
観
で
物
事
を
語
っ
て
も
通
じ
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
は
な
ぜ
文
化

財
を
修
復
保
存
し
て
い
く
の
か
と
考

え
る
と
、
私
は
歴
史
と
伝
統
に
は
こ

れ
か
ら
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
の

目
印
み
た
い
な
価
値
が
あ
る
と
い
う

風
に
考
え
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
を

持
た
な
い
と
、
文
化
財
も
た
だ
の
ボ

ロ
い
建
物
だ
し
、
伝
統
技
術
の
左
官

だ
っ
て
時
代
遅
れ
の
技
術
だ
と
言
わ

れ
て
も
仕
方
な
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
合
理
性
な
ど
で
は
語
れ
な
い
、

そ
う
い
う
部
分
が
人
間
に
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
将
来
、
日
本
の
文
化

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
っ
て
考
え
る
時

期
に
、
何
も
資
料
が
無
く
て
歴
史
の

痕
跡
が
無
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
風
に

な
る
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
と
保
存

会
の
先
生
方
に
聞
い
た
話
も
指
導
し

て
も
ら
っ
た
技
術
も
、
と
て
も
価
値

の
あ
る
も
の
だ
と
再
認
識
出
来
ま
す
。

　

で
も
現
実
は
、
文
化
財
以
外
で
左

官
ら
し
さ
を
維
持
す
る
の
は
難
し
く
、

一
般
の
建
物
で
左
官
の
占
め
る
割
合

は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。

　

実
生
活
の
経
済
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
文
化
財
保
存
は
、
伝
統
技
術
が
伝

統
ら
し
く
本
来
の
姿
で
存
在
出
来
る

素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と
心
か
ら
思
え

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
㈲
安
達
左
官
店
）

　

こ
の
度
は
研
修
会
（
基
礎
講
座
）

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

研
修
期
間
は
、
様
々
な
学
び
の
時
間

を
持
つ
こ
と
が
出
来
、
非
常
に
有
意

義
で
し
た
。

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

竹
内 

一
司

杉
本 

雄
志

会　　員　　名　　簿
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前
期
・
後
期
を
通
し
て
、
各
講
師
の

方
の
講
義
は
文
化
財
を
修
復
す
る
職
人

と
し
て
の
心
構
え
や
、
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
な
ど
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

内
容
で
し
た
。
技
術
を
磨
き
、
知
識
を

深
め
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
県
で
の
お
城
や
現
場
の
見
学
で
は
、

講
師
の
方
や
役
員
の
方
と
一
緒
に
行
動

す
る
事
で
、
普
段
で
は
分
か
ら
な
い
事

や
感
じ
る
事
の
出
来
な
い
事
を
経
験
さ

せ
て
も
ら
い
、
ま
た
違
っ
た
回
線
で
見

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

各
材
料
屋
さ
ん
の
見
学
で
は
材
料
に

対
す
る
考
え
方
や
仕
事
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
聞
く
事
で
良
い
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
材
料
を
大
切
に
使

い
、
お
互
い
協
力
し
な
が
ら
仕
事
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

各
実
習
や
全
体
を
通
し
、
会
長
さ
ん

を
は
じ
め
役
員
の
方
々
に
熱
心
に
教
え

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少
し
で
も
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

　

こ
の
度
は
、
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
文
化
財
に
携
わ
る
者
と
し
て
の

姿
勢
や
心
得
な
ど
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
意
識
を
高
め
て
職
人
と

し
て
精
神
向
上
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

実
技
で
は
、
三
和
土
や
版
築
、
中
で

も
小
舞
掻
き
は
初
め
て
経
験
さ
せ
て
頂

き
、
竹
割
り
・
編
み
方
・
結
び
方
な
ど

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
こ
の
研
修
で
得

た
事
を
生
か
し
て
、
今
後
の
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
会
前
期
・
後
期
と
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
、
佐
藤
会
長
を
は
じ
め
と
す

る
講
師
の
方
々
、
事
務
局
の
方
々
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
原
左
官
工
藝
）

　

今
回
、
壁
技
術
保
存
会
の
研
修
会
に

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

で
き
た
こ
と
も
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
㈱
山
脇
組
）

　

自
分
の
業
と
し
て
い
る
仕
事
が
文
化

を
残
す
と
い
う
仕
事
に
直
接
に
結
び
付

け
る
様
に
勉
強
が
出
来
る
良
い
機
会
が

こ
の
全
国
文
化
財
壁
技
術
保
存
会
の
研

修
で
あ
り
、
又
そ
れ
に
参
加
出
来
る
好

機
に
恵
ま
れ
た
事
、
講
義
や
見
学
は
も

と
よ
り
、
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
諸
先

輩
方
々
の
直
接
の
指
導
が
聞
け
た
事
、

そ
し
て
研
修
生
達
と
の
友
好
的
な
出
会

い
が
ま
た
身
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
次
の
研
修
会
で
の
再
会
が
楽
し
み

な
の
で
、
自
分
自
身
も
が
ん
ば
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
会
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
自
社

の
吉
村
興
業
に
も
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
吉
村
興
業
㈱
）

　

特
に
前
期
で
は
、
文
化
財
に
関
わ
る

者
の
心
構
え
と
し
て
、
材
料
や
そ
の
技

術
な
ど
、
常
に
本
物
を
意
識
し
て
仕
事

を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
文
化
財
保
存
修

理
の
基
本
三
原
則
を
も
と
に
仕
事
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

た
文
化
財
保
護
は
人
（
日
本
人
）
づ
く

り
で
あ
り
、
そ
の
文
化
財
に
触
れ
て
い

く
こ
と
が
日
本
人
と
し
て
の
精
神
を
高

め
る
。
そ
の
為
に
は
、
そ
の
文
化
財
が

本
物
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
本
物

の
文
化
財
を
保
護
・
保
存
し
て
い
く
に

は
、
そ
れ
に
関
わ
る
職
人
（
技
術
者
）

が
本
物
で
、
一
流
の
技
術
を
持
っ
た
者

で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
学
び
ま
し
た
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
左
官
技
術
を
益
々
磨

く
と
共
に
、
一
流
の
文
化
財
に
積
極
的

に
触
れ
、
文
化
的
・
精
神
的
に
も
向
上

し
て
い
く
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
佐
藤
会
長
を
は
じ
め

講
師
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
本
当
に
お

世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
こ
の
研
修
期
間
を
共
に
過
ご
し
交
流

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

深
井 

浩
昭

丸
橋 

優
樹

藤
本 

健
一
郎
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本
会
の
啓
発
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

続
け
ら
れ
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
表
紙
に
は
、
「
左
官
用
の
土
」

に
つ
い
て
、
研
修
会
の
模
様
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
文
化
財
左
官
材
料

の
確
保
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
、

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
研
修
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

貴
重
な
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
会
長
、
副
会
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
多
種
な
思
い

や
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
浅
野
、
港
様
に
は
デ
ー

タ
提
供
・
校
正
等
、
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
ま
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
担
当
・
保
存
会
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田 

耕
三

　
　
　
　
　

事
務
局　

中
嶋 

正
雄
）

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
度
は
普
通
講
座
と
中

級
研
修
（
実
技
）
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
参
加
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
は

順
次
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

と
な
い
研
修
の
機
会
で
す
の
で
、
皆

様
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万
障

お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
も
、
伝
統
壁
技
術
の
保
存

と
後
継
者
育
成
の
た
め
、
当
会
事
業

に
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
）

　

会
報
の
発
行
に
あ
た
り
、
原
稿
を

執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
号
で
は
再
開
で
き
ま
し
た
、
本

会
と
姫
路
市
（
姫
路
市
立
城
郭
研
究

室
）
と
の
共
催
事
業
「
漆
喰
塗
り
体

験
会
」
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

つ
け
る
時
季
や
乾
燥
期
間
な
ど
し
っ

か
り
し
た
知
識
と
、
技
術
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
残
っ
た
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
見
学
し
た
よ
う
に
、
自
分

た
ち
の
仕
事
が
い
つ
ま
で
も
残
る
、

ほ
ん
ま
も
ん
を
使
っ
た
ほ
ん
ま
も
ん

の
仕
事
を
残
し
て
い
き
た
い
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
、
一
緒
に
受
け
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
左
官
業
佐
藤
）

　

本
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

無
事
に
す
べ
て
の
行
事
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
佐
藤
会
長
を
は

じ
め
役
員
、
会
員
お
よ
び
関
係
者
の

皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

研
修
会
の
講
義
を
お
引
き
受
け
下
さ

い
ま
し
た
講
師
の
方
々
に
も
、
心
よ

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
㈱
し
っ
く
い
浅
原
）

　

姫
路
か
ら
始
ま
り
滋
賀
県
大
津
市

で
終
了
し
た
約
2
週
間
の
研
修
会
で
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
と
て
も
勉
強
に

な
る
研
修
で
し
た
。
色
々
な
先
生
方

の
話
も
大
変
興
味
が
あ
り
、
昔
一
線

で
さ
れ
て
い
た
方
、
今
も
一
線
で
や

ら
れ
て
い
る
方
、
す
べ
て
の
話
に
意

味
が
あ
り
重
み
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
色
々
な
道
具
材
料
を
作
っ
て
い

る
所
の
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

実
際
に
作
業
さ
れ
て
い
る
現
場
を
見

た
り
と
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

　

一
番
良
か
っ
た
の
は
二
条
城
の
見

学
で
、
荒
壁
を
め
く
り
竹
下
地
の
状

態
ま
で
こ
そ
げ
を
終
わ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
中
の
竹
は
ま
だ
し
っ
か
り
と

し
て
縄
も
ま
だ
し
っ
か
り
残
っ
た
ま

ま
で
、
く
く
り
方
、
下
地
の
作
り
方

を
昔
の
ま
ま
見
学
出
来
ま
し
た
。
竹

の
切
っ
た
旬
が
良
か
っ
た
り
、
壁
を

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

横
井
川 
武
志

編　

集　

だ　

よ　

り

事　

務　

局　

よ　

り
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第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

第
23
期（
平
成
27
年
度
）総
会

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者

養
成
技
術
研
修
会(

中
級)

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

姫
路
城
漆
喰
塗
り
体
験
会

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

日
本
の
技　

体
験
フ
ェ
ア

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

左
官（
日
本
壁
）伝
承
者
養
成

　

技
術
研
修
会（
基
礎
講
座
）

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

研
修
を
終
え
て

　　

平
成
27
年
度
研
修
生
の
感
想

正　
　
　
　
　

会　
　
　
　
　

員

準　
　

会　
　

員

賛　

助　

会　

員

佐　藤　治　男

安　達　保　信

中　嶋　正　雄

田　代　益　市

石　田　　均

小　林　錦四郎

津　田　誠　一

山　脇　一　夫

浅　原　雄　三

片　田　儀　斎

本　田　俊　之

松　本　　勉

阿　嶋　一　浩

小　迫　　傳

小　林　常　司

足　立　三喜男

石　動　信　明

桑　路　丸　幸

木　津　惠　雄

加　藤　正　幸

太　田　勝　之

原　　　健　一

吉　村　　誠

原　田　正　一

川　越　一　弘

中　内　庸　司

宮　谷　邦　夫

村　樫　太　郎

北　野　一　成

吉　田　厚　子

濱　橋　秀　三

京都市左京区下鴨南茶ノ木町23－4

京都市下京区花屋町通り間の町西入る天神町411－2

愛知県江南市力長町大当寺128

京都市下京区猪熊通り塩小路下る上夷町165　

香川県さぬき市大川町富田中2147

和歌山県有田郡湯浅町湯浅2132－17

滋賀県大津市下阪本1丁目20-22

兵庫県姫路市飯田1-24

京都市山科区大宅沢町185

京都市上京区西洞院通中立売下る菊屋町256

大阪府寝屋川市高柳2丁目43-13

高知県安芸市井ﾉ口乙 1202－3

東京都葛飾区青戸8丁目19－11

鹿児島県出水郡長島町蔵之元3246の1

京都市中京区東洞院蛸薬師下る元竹田町639-11

兵庫県三木市緑が丘町東1-3-4

石川県金沢市神田1丁目31番1号

兵庫県神崎郡市川町沢115-2

京都市東山区古門前通り大和大路東入る二丁目三吉町344

三重県伊賀市東高倉2380－11

香川県三豊市豊中町笠田笠岡3156－3

和歌山県和歌山市湊御殿2丁目6

東京都中野区上鷺宮4丁目10番6号

山形県山形市大字中野423-1

熊本県熊本市東区戸島町920番地6

京都市上京区浄福寺中立売上る東西俵屋町157

兵庫県三木市別所町朝日ヶ丘35番地の69

栃木県佐野市宮下町1番10号

大阪府堺市中区深井北町104－2

千葉県いすみ市岩船196

京都市伏見区深草大亀谷大山町77

左 官 業 　 佐 藤

㈲ 安 達 左 官 店

中 島 左 官 ㈱

㈲ 田 代 千 治 店

石 田 左 官 工 業

小 林 左 官 店

㈲津田左官工業所

㈱ 山 脇 組

㈱ しっくい浅原

片田儀斎営業所

本田左官工業所

㈲ 左 官 松 本 組

㈱あじま左官工芸

小 迫 左 官

左 司

足 立 組

㈱ イ ス ル ギ

桑 路 建 塗 ㈱

木 津 工 業 所

しゃかん  かとう屋

太 田 左 官

原 左 官 工 藝

吉 村 興 業 ㈱

原田左官工業所

㈱ カ ワ ゴ エ

中 内 建 材 店

宮 谷 製 作 所

村樫石灰工業㈱

㈱ 北 正 商 店

㈱吉田鉄五郎商店

㈱ 浜 橋 組 建 材

会　員　名 住　　　　　　　所 事業所名等
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